
「農」の最前線をお届けする、農業人のための広報紙
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抽選で30名に缶詰「北海道まるっと
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北海道農業共済組合
第５回通常総代会開催

　令和８年６月５日、札幌市の共済ホールで第５回通常総代会を開催し、総代
２０６人のうち１９７人（うち書面議決９２人）が出席しました。
　議長に釧路市の菅原善伯総代が選任され、審議のもと８議案について原
案どおり可決・承認されました。

　

国
が
示
す
事
業
規
模
点
数
に
お
い
て
国

内
最
大
の
農
業
共
済
組
合
と
し
て
発
足
し

て
か
ら
、早
く
も
４
年
が
経
過
い
た
し
ま
し

た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、総
代
の
皆
さ
ま
お

よ
び
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、令
和
７
年
度
の
農
業
を
取
り
巻

く
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、資
材
価
格
の

高
止
ま
り
や
人
手
不
足
と
い
っ
た
課
題
に

加
え
、気
候
変
動
の
影
響
が
一
層
顕
在
化

し
て
お
り
ま
す
。気
候
変
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、昨
日
の
総
代
研
修
集
会
に
お
い
て

N
O
S
A
I
協
会
髙
橋
会
長
か
ら
も
ご
指

摘
が
あ
っ
た
と
お
り
で
あ
り
、近
年
は
高
温

や
集
中
豪
雨
な
ど
極
端
な
気
象
が
頻
発

し
、農
作
物
の
品
質
お
よ
び
収
量
の
両
面
に

お
い
て
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
強
く
懸
念
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、昨
年
度
は
気
象
災
害
の

影
響
に
よ
り
、麦
共
済
に
お
い
て
約
４８
億
円

の
共
済
金
を
お
支
払
い
す
る
な
ど
極
め
て

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
ほ
か
、ば
れ
い

し
ょ
、た
ま
ね
ぎ
、て
ん
菜
な
ど
主
要
作
物

に
お
い
て
も
共
済
金
の
支
払
い
が
増
大
し
ま

し
た
。さ
ら
に
、家
畜
共
済
で
は
評
価
基
準

額
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
支
払
総
額
が
増
加

し
、収
入
保
険
に
お
い
て
も
保
険
金
の
支
払

い
お
よ
び
つ
な
ぎ
融
資
の
貸
付
け
が
拡
大
す

る
な
ど
、制
度
機
能
が
強
く
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
よ
う
に
各
制
度
に
お
い
て
、不
測
の

事
態
に
備
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
た
年
で
あ
っ
た

と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

N
O
S
A
I
北
海
道
と
い
た
し
ま
し
て

は
、今
後
も
制
度
の
普
及・定
着
に
努
め
る
と

と
も
に
、迅
速
か
つ
的
確
な
共
済
金
の
支
払

い
と
情
報
提
供
の
充
実
を
通
じ
て
、組
合
員

の
皆
さ
ま
の
経
営
安
定
に
資
す
る
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

診
療
体
制
の
充
実
や
業
務
の
効
率
化
、諸
経

費
の
見
直
し
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
で
、中

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
安
定
的
な
経
営

基
盤
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、皆
さ
ま
の
持
続
可
能
な
農
業

の
実
現
に
向
け
、努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長を務めた菅原 善伯総代
すがわらよしのり

ほし としお
閉会宣言をする星 敏夫副組合長

いとうえいいち
開会の挨拶を述べる伊藤 榮一組合長

来賓 髙橋 博NOSAI協会会長
たかはしひろし

来賓 加納 孝之北海道副知事
かのうたかゆき

組
合
長
理
事  

伊
藤
　
榮
一

持
続
可
能
な
農
業
を
支
え
る
組
織
基
盤
の

さ
ら
な
る
強
化
へ

2



A

質
疑
応
答
・
ご
意
見（
要
約
）

管
理
会
計
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
そ
の
成
果
や
問
題
点
、ま
た
、

改
善
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

み
な
み
西
部
セ
ン
タ
ー
の
状
況
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

管
理
会
計
の
導
入
に
よ
り
、各
診

療
所
の
収
支
状
況
の
把
握
が
進

み
、み
な
み
西
部
セ
ン
タ
ー
で
は
黒
字
化
に

は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、赤
字
幅
が
大
幅

に
縮
小
す
る
な
ど
、一
定
の
改
善
成
果
が

見
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、収
支
の
実

態
を
具
体
的
に
把
握
で
き
る
体
制
が
整
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、他
地
域
の
獣
医
師
に
よ
る
応

援
体
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、応
援
に

行
っ
た
職
員
か
ら
は
所
属
す
る
診
療
所
と

比
べ
て
移
動
距
離
が
長
い
と
い
う
課
題
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
は
、こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た

運
営
体
制
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、管
理
会
計
の
適
切
か
つ
効
果
的
な
運

用
方
法
の
確
立
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
の
役
割
・
機
能

に
つ
い
て
、そ
の
実
態
を
確
認
し

た
い
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
の
基
礎
業

務
に
加
え
、加
入
申
込
書
の
配
布
・
回
収

や
内
容
確
認
な
ど
事
業
系
業
務
も
担
っ
て

お
り
、そ
の
作
業
量
に
応
じ
て
報
酬
に
差

を
設
け
て
い
ま
す
。た
だ
し
、こ
の
報
酬
制

度
は
令
和
９
年
度
か
ら
廃
止
す
る
方
向
で

検
討
を
進
め
て
お
り
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

会
議
な
ど
で
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後

A

は
実
績
に
応
じ
、評
価
員
と
同
様
に
出
役

日
数
に
応
じ
た
日
当
方
式
へ
の
見
直
し
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

人
材
確
保
と
働
き
方
改
善
、そ
し
て
農
家

と
職
員
の
協
力
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い

て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
全
体
で
人
材
の
減
少
が
進
む
中
、

農
家
や
職
員
、獣
医
師
を
含
め
た
多
様
な

人
材
を
い
か
に
大
切
に
し
て
い
く
か
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。特
に
、若
手
職
員

や
女
性
獣
医
師
な
ど
意
欲
あ
る
人
材
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
の
良
い
慣
行
を
大
切
に

し
つ
つ
も
、長
時
間
労
働
な
ど
の
課
題
に
つ

い
て
は
見
直
し
と
改
善
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
の
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。あ
わ
せ
て
、利
用
す
る
農
家
側
に
お

い
て
も
時
代
に
応
じ
た
意
識
の
変
化
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、職
員
と
農
家
が
互
い
に

理
解
し
合
い
、支
え
合
う
関
係
づ
く
り
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、現
場
の
声
を
広
く
共
有
し
、

意
見
交
換
の
機
会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、そ
の
内
容
を
運
営
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

提出議案

Ｑ

Ｑ

令
和
７
年
度
業
務
報
告
書
の
承
認
に
つ
い
て

●
業
務
報
告
書
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

議
案
第
１
号

令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

●
事
業
計
画
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

議
案
第
2
号

令
和
８
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び

徴
収
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
3
号

役
員
、顧
問
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
の
報
酬
に
つ
い
て

議
案
第
4
号

借
入
金
の
最
高
限
度
額
等
に
つ
い
て

議
案
第
5
号

損
害
評
価
会
委
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
6
号

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
7
号

実
施
体
制
の
改
善（
中
長
期
）計
画
の

改
定
に
つ
い
て

議
案
第
8
号
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ＮＯＳＡＩ北海道のお財布
ＮＯＳＡＩ北海道では、組合員の皆さまが納めた掛金や賦課金がどのように使
われているのかをお伝えするため、決算や予算の内容を組合ホームページで
公表しています。このページでは、合併から４年目である令和７年度の決算や
令和８年度の予算概要をご紹介します。

組合は、農作物、家畜、果樹、畑作物、園芸施設および任意共済（以上を総称して事業勘定）、業務勘定、家畜診療所勘定の
計８つの勘定（お財布）でお金を管理しています。

事業勘定は、納めていただいた掛金やお支払いした共済金を事業ごとに６つの勘定（お財布）で管理して
います。
各事業の剰余金は、共済金の支払いや損害防止事業などの財源として積み立てます。

事業勘定

　農作物共済勘定
　家畜共済勘定
　果樹共済勘定
　畑作物共済勘定
　園芸施設共済勘定
　任意共済勘定

67億2,191万円
288億1,741万円

706万円
72億2,291万円
5億8,103万円

63万円

67億2,415万円
267億9,884万円

706万円
62億8,406万円

4億38万円
63万円

▲224万円
20億1,858万円

0円
9億3,885万円
1億8,065万円

0円

勘定科目 事業収益 事業費用 差し引き（剰余金）

令和７年度 決算の状況

掛金や交付金などを事
業収益とし、共済金や
保険料などを費用とし
て支出しています。

わかりやすく
解説します！

前年に引き続き生乳生産抑制は解除されていますが、飼料価格の高騰を背景に、高価な配合飼料から良質な粗飼料への切り替え
が進み、疾病は減少・軽症化する傾向にあります。病傷事故件数は前年比98.2％と減少しましたが、適切な診療の実施に努めた結
果、診療収入は前年より8,980万円増加しました。
また、人件費や維持費などの支出は増加したものの、医療品消耗費の抑制により、収支は1億4,425万円の剰余となりました。

家畜診療所勘定の概要

業務勘定は、多額の補助金を財源としていることから、収支差額を生じさせないことを会計の原則としています。このため、剰余金
や不足金は発生しませんが、令和7年度における剰余金に相当する繰延残金は2,402万円となっています。
収入については、事務費賦課金の徴収方法を改定したことなどにより約2億円減少していますが、国事務費補助金および収入保険
受託収入で1億7,000万円増加したほか、金利上昇に伴う受取利息が1億8,000万円増加したことにより、賦課金の減少分を補って
います。

業務勘定の概要

家畜、畑作物および園芸施設共済の事業で剰余金が発生しました。当期剰余金は、大規模災害に備えた共済金の支払財源として積
み立てます。令和7年の道内では高温が続き、とりわけ麦や畑作物に被害が発生しました。農作物共済のうち麦については年度内
に支払いを完了していますが、畑作物共済では令和8年度に共済金を清算する作物が多く、令和7年度末は仮払いの状態で決算を
行っています（令和7年度仮払金：41億1,455万円）。

事業勘定の概要

4



家畜診療所の運営状況（損益）を明確にする勘定（お財布）です。診療や人工授精を行った収入を
財源に獣医師や人工授精師の人件費、家畜診療所の維持費を賄っています。

家畜診療所勘定

農業共済事業の業務執行に要する経費に関する勘定で、国事務費補助金や皆さまから納めていただいた
事務費賦課金などを収入源に、職員の人件費や事務費または施設費などを管理する勘定（お財布）です。

業務勘定

収入総額
１０３億６,３３６万円 １０３億６,３３６万円

支出総額

２,４０２万円２,４０２万円

6億4,053万円
その他（損害評価費など）

9億68万円
固定資産自己財源取得費

構成比 8.7％

構成比 9.1％

各種引当金繰入

（将来の支出に備えるための積立金）

（損害防止費など家畜診療所
  勘定へ繰り入れた額）

25億3,961万円 構成比 24.5％

9億4,244万円
事業勘定繰入

6億6,119万円
施設費

構成比 6.4％

3億9,767万円
業務費

構成比 3.8％

2億4,047万円
その他（業務雑収入など）

各種引当金戻入
14億1,709万円 構成比 13.7％

7億8,220万円
事業勘定受入　

構成比 7.5％

6億6,351万円
受取利息

構成比 6.4％

構成比 39.7％

1億2,974万円
損害防止収入　

構成比 1.3％

構成比 5.1％

5億5,412万円
受託収入

構成比 5.3％

賦課金

（国からの事務費補助金など）

（組合員の皆さまが納めた賦課金）

前年度比 2,837万円の増

前年度比 8,980万円の増 前年度比 8,196万円の増

前年度比 8,453万円の減

前年度比 2億3,939万円の減

前年度比 1億5,664万円の増

前年度比 1億4,215万円の減

前年度比 1億560万円の減

前年度比 2億32万円の減

24億6,392万円 構成比 23.8％

41億1,232万円
受取補助金

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

構成比 41.1％

（業務職員の給与・退職金など）

42億5,721万円
人件費

収入総額
１８５億８,２１２万円 １８４億３,７８７万円

支出総額

収入から支出を引いた額
（剰余金）
収入から支出を引いた額
（剰余金）

収入から支出を引いた額
（業務繰延残金）
収入から支出を引いた額
（業務繰延残金）

１億４,４２５万円１億４,４２５万円

（共済事業による診療費）

94億2,301万円
病傷事故診療収入

（共済事故外・非加入畜の診療費）

病傷事故外診療収入

家畜人工授精収入

9億4,244万円
業務勘定受入

3億485万円
その他（診療雑収入など）

構成比 50.7％ 構成比 43.5％

構成比 6.5％

構成比 1.9％

32億9,112万円 構成比 17.7％

46億2,070万円 構成比 24.9％

構成比 4.2％

構成比 7.8％

（診療所職員の給与・退職金など）

80億1,700万円
診療人件費

（診療に使用した医療品・医療用消耗品の費用）

14億4,545万円
診療所維持費

構成比 17.4％31億9,761万円
家畜人工授精支出

構成比 20.6%37億9,705万円
医療品消耗費

7億8,203万円
業務勘定繰入（建設引当金など業務勘定へ繰り入れた額）

11億9,872万円
その他

構成比 2.3％ 構成比 6.2％

5 2026.7 Vol.25



令和７年度 保有資産の状況

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

負債合計 446億9,275万円 純財産合計 689億5,952万円

負　債
および
純財産

資　産

■総額 106億6,753万円 前年度比 3億416万円増

■総額 203億4,331万円　

 

診療所勘定

業務勘定

総額1,136億5,227万円総額1,136億5,227万円
負債・純財産の内容資産の内容

農作物共済勘定
（法定・特別積立金）
222億5,801万円

現金・預金
581億8,002万円保有している

有価証券等
303億3,395万円

有形固定資産
（土地・建物・
車両など）
128億3,388万円

退職給与金施設預託金
（外部への運用委託）
57億1,175万円

未収債権
（保険金・診療収入など）
15億4,328万円

雑資産（前払費用など）
42億2,274万円

その他の資産（外部出資など）
1億7,224万円

たな卸資産（医療品などの在庫額）
6億3,956万円

無形固定資産（電話加入権など）
1,484万円

家畜共済勘定
（法定・特別積立金）
82億6,451万円

果樹共済勘定
（法定・特別積立金）
3,229万円

畑作物共済勘定
（法定・特別積立金）
198億3,025万円

家畜診療所勘定
（繰越剰余金）
52億243万円

園芸施設共済勘定
（法定・特別積立金）
32億7,008万円

未処分剰余金
有価証券評価差額金
固定資産見合純財産
101億194万円

未払の共済金や
保険料など
30億8,587万円

次年度の準備金
（共済金支払備金）
28億4,082万円

その他（預り金、
リース債務の残高など）
43億3,526万円

各種引当金
（建設引当金、
修繕引当金など）
226億2,160万円

退職給付引当金
（退職金のための積立）
118億921万円

前年度比 17.6億円増

■総額 200億6,284万円　

 

前年度比 16.2億円増

■総額 106億6,753万円　

 

前年度比 3億416万円増

収
　
入

支
　
出

収
　
入

支
　
出

賦課金
（組合員の皆さまが納めた賦課金）
24億5,046万円（－1,345万円）

その他
（業務雑収入など）
1億7,842万円

各種引当金戻入
（各種引当金受入額）

（収入保険事業の受託収入）
5億5,338万円（+74万円）
損害防止収入（損害防止に係る委託費など）
1億638万円（－2,336万円）

（預金利息や有価証券利息など）
6億9,942万円（+3,591万円）

（事業勘定から受け入れる額）
10億9,546万円（+3.1億円）

14億8,755万円
（＋7,046万円）

受取補助金
（国からの事務費補助金）
40億9,645万円（－1,587万円）

医療品消耗費
（診療に使用した医療品
や医療用消耗品の費用）
39億2,757万円
（＋1.3億円）

家畜人工授精支出
（人工授精に係る支出）
33億9,906万円
（＋2億円）

（建設引当金など業務勘定へ繰り入れた額）
10億9,531万円（＋3.1億円）

診療所
維持費

業
務
勘
定
繰
入

診療人件費
（診療所職員の給与・退職金など）
84億941万円（＋3.9億円）

その他
（委託費・往診費など）
12億7,308万円

（事務費・光熱水費・診療所の維持に係る費用）
19億5,841万円（＋5.1億円）

病傷事故外診療収入
（共済事故外・非加入畜の診療費）
49億354万円（＋2.8億円）

家畜人工授精収入
（人工授精に係る収入）
33億8,869万円
（+1.0億円）

（業務勘定から受け入れる額）
15億9,879万円（＋6.6億円）

業
務
勘
定

受
入 その他

（診療雑収入など）
2億5,675万円

病傷事故診療収入
（共済事業による診療費）
101億9,554万円（+7.7億円）

各種引当金繰入
（将来の支出に備えた積立金）
25億6,212万円（+2,250万円）

固定資産自己財源取得費
（固定資産取得に係る費用）
5億491万円（－4億円）

（事務委託費、NOSAI部長の報酬など）
8億629万円（＋4.1億円）

（施設修繕・管理費用など）
5億6,881万円（－9,239万円）

（家畜診療所勘定へ繰り入れた額）
15億9,879万円（＋6.6億円）

業
務
費

受
託
収
入

受
取
利
息

施
設
費

その他
（損害評価費など）
5億6,554万円

人件費
（業務職員の給与・退職金など）
40億6,106万円（－2億円）

事業勘定繰入

事業勘定
受入

令和７年度末の組合が保有している資産と負債および純財産をご紹介します。

令和８年度 収支予算 令和８年度の業務勘定、家畜診療所勘定それぞれの収支予算をご紹介します。
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令和７年度 事業実績 令和７年度の北海道における引受・被害の状況をご紹介します。

令和８年度　事業計画 Top ic s

農作物共済（７年産）
農作物共済（６年産）
家畜共済
果樹共済
畑作物共済（７年産）
畑作物共済（６年産）
園芸施設共済（７年度）
園芸施設共済（６年度）
保管中農産物補償共済
合計

10,862

27,806
29

8,197

11,446

40
－

149,397ha

2,789,607頭
44ha

149,959ha

83,797棟

228口
－

125,555,775

448,356,267
168,502

139,604,592

74,268,769

228,000
788,181,905

1,944,466

12,838,134
1,121

2,480,549

223,211

634
17,488,115

4,509
204
－
18

2,518
1,979
606
276
0
－

5,038,568
122,529

23,520,121
5,956

2,038,783
1,530,867
163,503
2,701

0
32,423,028

1,220,5702,398,331245,931,9596,590 616 207

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

※総額は四捨五入の関係で必ずしも一致しません。

共済事業

■農業共済制度の引受状況　

■農業共済制度　

■収入保険制度

■収入保険制度の加入状況と被害状況

引受戸数（戸） 引受数 共済金額（千円）

基準収入金額（千円）
経営体数（戸）

農家負担掛金（千円）

支払額（千円）

支払共済金（千円）被害戸数（戸）

収入保険

加入経営体（戸）
保険金・特約補填金

経営体数（戸） 融資額（千円）
つなぎ融資による貸付

農作物共済
家畜共済
果樹共済
畑作物共済
園芸施設共済
保管中農産物補償共済
合計

146,155ha
2,728,513頭

45ha
147,715ha
84,774棟
217口
－

125,448,974
484,308,401

194,263
137,455,274
75,773,032
217,000

823,396,944

99.9％
108.0％
115.3％
98.5％
102.0％
95.2％
104.5％

共済事業 引受数 共済金額（千円） 前年比

収入保険 6,600
加入目標（戸）

■科目の説明

： 診療所職員の給与・退職金など
： 診療に使用した医療品・医療用消耗品の費用
： 家畜人工授精事業に係る支出
： 診療所の事務費、光熱水費、その他診療所の
  維持に係る費用
： 建設引当金など業務勘定へ繰り入れた額

家畜診療所勘定
収入

支出

収入

支出
： 役員報酬、業務職員の給与・退職金などの費用
： 会議費、事務委託費、ＮＯＳＡＩ部長の報酬などの費用
： 固定資産の維持費、光熱費等の費用
： 損害防止費など家畜診療所勘定へ繰り入れた額
： 退職給付引当金、建設引当金など将来の支出に
  備えるために積立てた額
： 固定資産取得に係る費用

業務勘定

診 療 人 件 費
医 療 品 消 耗 費
家畜人工授精支出
診 療 所 維 持 費

業 務 勘 定 繰 入

： 共済事業による診療費
： 共済事故外、非加入畜の診療費
： 家畜人工授精事業に係る収入
： 診療所職員が行った業務に関する人件費
  相当分を業務勘定から受け入れた額　　

病傷事故診療収入
病傷事故外診療収入
家畜人工授精収入
業 務 勘 定 受 入

： 国からの事務費補助金など
： 組合員の皆さまが納めた事務費賦課金
： 預金利息や有価証券などの利息
： 収入保険に係るＮＯＳＡＩ全国連から受ける収入など
： 損害防止事業に要した実費収入
： 各事業勘定から業務勘定へ受け入れた額
： 建設引当金、修繕引当金、更新引当金などを戻入れた額

受 取 補 助 金
賦 課 金
受 取 利 息
受 託 収 入
損害防止収入
事業勘定受入
各種引当金戻入

人 件 費
業 務 費
施 設 費
事業勘定繰入
各種引当金繰入

固定資産自己財源取得費

①令和９年３月に総代選挙があります。
②役員定数の見直しを検討します。
③家畜共済診療点数が改定されました。
④家畜高度研修センター（新ひだか町）の増築
及び鹿追家畜診療所の改築に着手します。
⑤みなみ西部センターを八雲町から北斗市へ
移転しました。
　道央空知センターの４拠点
を再編し、道央空知セン
ターと空知北部支所の２拠
点体制とすることで、効率
的な運用を図ってま
いります。

▶総共済金額（補償額）7,881億8,191万円　▶支払共済金の総額 324億2,303万円

▶総共済金額（補償額）7,634億424万円
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令
和
７
年
度　
支
払
共
済
金

　
令
和
７
年
度
の
被
害
は
９
９
８
棟
、
支

払
共
済
金
は
１
億
６
３
５
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
と
比
較
す
る
と
棟

数
で
５
５
４
棟
増
、
支
払
共
済
金
は
４
４

９
３
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
被
害
内
容
は
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

低
気
圧
の
通
過
に
伴
う
強
風
に
よ
り
被
害

が
発
生
し
た
ほ
か
、
９
月
の
低
気
圧
通
過

に
伴
う
強
風
と
大
雨
に
よ
る
被
害
、
11
月

に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
を
中
心
に
強
風
に

よ
る
被
害
、
12
月
も
同
地
方
を
中
心
に
大

雪
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
令
和
８
年

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
も
各
地
で
大
雪

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
、

「
も
し
も
」
へ
の
備
え
は

万
全
で
し
ょ
う
か
？

　
園
芸
施
設
共
済
に
は
補
償
額
の
上
乗
せ

特
約
が
あ
り
ま
す
。

　
図
の
と
お
り
標
準
コ
ー
ス
で
の
加
入
で

は
、
補
償
額
は
年
々
低
く
な
り
、
本
体
の

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は
パ
イ
プ
の
経
過
年
数
が

10
年
経
過
す
る
と
新
築
ハ
ウ
ス
の
半
分
の

補
償
と
な
り
ま
す
。
特
約
①
復
旧
費
用
特

約
は
パ
イ
プ
の
復
旧
後
に
か
か
っ
た
費
用

を
領
収
書
等
に
よ
り
確
認
し
、
経
年
に
よ

り
減
少
し
た
補
償
額
（
図
の
緑
の
部
分
）

を
上
限
に
追
加
支
払
い
す
る
も
の
で
す
。

特
約
②
付
保
割
合
追
加
特
約
は
新
築
時
の

資
産
価
値
の
最
大
２
割
を
補
償
し
ま
す
。

（
図
の
黄
色
の
部
分
）

　
現
在
加
入
し
て
い
る
補
償
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な

選
択
肢
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

園
芸
施
設
共
済
か
ら
の
お
知
ら
せ

令和7年12月の低気圧通過に伴う降雪による雪害

令和7年11月の低気圧通過に伴う強風による風害

●経過年数ごとの補償割合イメージ

0
0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

1 2 3 4
経過年数（年）

5 6 7 8 9 10 11 12

補
償
割
合（
%
） 資産価値に応じた補償部分

 （標準コースの場合）

特約①（復旧費用特約）

特約②（付保割合追加特約）
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令
和
７
年
度　
支
払
共
済
金

　
令
和
７
年
度
の
被
害
は
９
９
８
棟
、
支

払
共
済
金
は
１
億
６
３
５
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
と
比
較
す
る
と
棟

数
で
５
５
４
棟
増
、
支
払
共
済
金
は
４
４

９
３
万
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
被
害
内
容
は
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

低
気
圧
の
通
過
に
伴
う
強
風
に
よ
り
被
害

が
発
生
し
た
ほ
か
、
９
月
の
低
気
圧
通
過

に
伴
う
強
風
と
大
雨
に
よ
る
被
害
、
11
月

に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
を
中
心
に
強
風
に

よ
る
被
害
、
12
月
も
同
地
方
を
中
心
に
大

雪
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
令
和
８
年

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
も
各
地
で
大
雪

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
、

「
も
し
も
」
へ
の
備
え
は

万
全
で
し
ょ
う
か
？

　
園
芸
施
設
共
済
に
は
補
償
額
の
上
乗
せ

特
約
が
あ
り
ま
す
。

　
図
の
と
お
り
標
準
コ
ー
ス
で
の
加
入
で

は
、
補
償
額
は
年
々
低
く
な
り
、
本
体
の

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は
パ
イ
プ
の
経
過
年
数
が

10
年
経
過
す
る
と
新
築
ハ
ウ
ス
の
半
分
の

補
償
と
な
り
ま
す
。
特
約
①
復
旧
費
用
特

約
は
パ
イ
プ
の
復
旧
後
に
か
か
っ
た
費
用

を
領
収
書
等
に
よ
り
確
認
し
、
経
年
に
よ

り
減
少
し
た
補
償
額
（
図
の
緑
の
部
分
）

を
上
限
に
追
加
支
払
い
す
る
も
の
で
す
。

特
約
②
付
保
割
合
追
加
特
約
は
新
築
時
の

資
産
価
値
の
最
大
２
割
を
補
償
し
ま
す
。

（
図
の
黄
色
の
部
分
）

　
現
在
加
入
し
て
い
る
補
償
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な

選
択
肢
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

加
入
者
の
声

　

 

加
入
の
き
っ
か
け
は
？

　
以
前
は
水
稲
共
済
に
加
入
し
て
い
た
の
で

す
が
、
作
付
け
の
大
半
を
占
め
て
い
る
水
稲

は
、
飲
食
店
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で

あ
っ
た
り
、
キ
ャ
ン
プ
向
け
自
社
ブ
ラ
ン
ド

「
野
営
米
」
の
ネ
ッ
ト
販
売
や
個
人
販
売
を

主
体
に
し
て
い
る
の
で
、
損
害
評
価
書
類
の

作
成
が
大
変
で
し
た
。

　
そ
の
こ
と
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
青
色
申
告
決
算
書
の
み
で
保
険

金
請
求
が
で
き
る
収
入
保
険
の
方
が
合
っ
て

い
る
と
判
断
し
、
令
和
４
年
か
ら
加
入
し
て

い
ま
す
。

　

 

加
入
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　
加
入
し
た
年
に
米
の
価
格
が
下
が
っ
て
し

ま
い
、
保
険
金
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
水

稲
共
済
と
違
い
、
収
入
保
険
で
は
価
格
低
下

も
対
象
に
な
る
の
で
、
と
て
も
助
か
り
ま
し

た
。 

　
保
険
を
使
わ
ず
営
農
で
き
る
の
が
一
番
で

す
が
、
収
入
保
険
に
は
い
ざ
と
い
う
時
に
農

家
の
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
保
険
で
あ
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
価
格
の
極
端
な

上
昇
が
あ
っ
た
場
合
に
直
近
の
実
績
に
近
い

補
償
に
な
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
よ

り
魅
力
的
な
保
険
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

 

今
後
の
目
標
は
？

　
資
材
費
や
労
働
力
を
軽
減
す
る
た
め
に
水

稲
の
栽
培
方
法
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
令
和

８
年
に
は
冬
季
限
定
で「
賀
集
燻
製
野
営
米
」

を
新
発
売
し
ま
し
た
。

　
今
は
新
た
な
作
物
を
増
や
す
こ
と
を
考
え

て
は
い
な
い
の
で
す
が
、
将
来
的
に
は
栽
培

経
験
の
あ
る
花
き
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
労
働
力
に
応
じ
て
作
付
品
目
や
経
営
方
針

を
柔
軟
に
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
と
心
配
事

も
多
い
で
す
が
、
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い

る
と
安
心
感
が
あ
っ
て
い
い
で
す
ね
。

『
入
っ
て
よ
か
っ
た
！
』の
声
を
お
届
け

由仁町 賀集 達矢さん（40）
かしゅう たつ や

令和４年
２月加入
（加入5年目）

経
営
内
容

水
稲・小
麦・大
豆 

約
34
㌶

収
入
保
険

　
自
然
災
害
や
市
場
価
格
の
低
下
、
取
引

先
の
倒
産
な
ど
、
農
業
者
の
経
営
努
力
で

は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を
補
償
す
る

収
入
保
険
は
、
保
険
期
間
中
に
起
き
た
病

気
や
ケ
ガ
に
よ
る
収
入
減
少
も
補
償
対
象

と
な
り
ま
す
。
畑
作
物
共
済
や
農
作
物
共

済
は
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
を
補
償

す
る
制
度
で
あ
る
た
め
、
た
と
え
病
気
や

ケ
ガ
が
原
因
で
収
入
が
減
少
し
て
も
補
償

に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
収
入
保
険
な
ら
、

予
想
外
の
事
故
で
ケ
ガ
を
負
い
営
農
が
思

う
よ
う
に
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

し
て
も
、
補
償
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
場
合
に
補
償
対

象
と
な
る
の
か
、
改
め
て
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
自
然
災
害
が
発
生
し
た
と
き

と
同
様
に
事
故
発
生
通
知
（
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
の
ご
連
絡
）
を
お
願
い

し
ま
す
。
各
セ
ン
タ
ー
よ
り
知
ら
さ
れ

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
の
通
知
も
可
能
で

す
。
事
故
発
生
通
知
は
速
や
か
に
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
通

知
が
遅
れ
た
と
し
て
も
保
険
期
間
内（
そ

の
事
業
年
度
内
）
に
行
う
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
補
償
対
象
と
な
る
の
は
保
険
期
間
中

に
起
き
た
事
故
と
な
り
ま
す
。
新
規
加

入
者
で
保
険
期
間
開
始
前
に
発
生
し
た

病
気
や
ケ
ガ
は
対
象
外
で
す
。
た
だ
し

継
続
加
入
者
で
野
菜
や
果
実
な
ど
単
年

で
は
な
く
保
険
期
間
を
跨
ぐ
作
物
を
作

付
け
し
て
い
る
場
合
、
保
険
期
間
開
始

前
の
病
気
や
ケ
ガ
の
事
故
で
あ
っ
て
も
、

補
償
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
農
業
者
等
に
作
業
を
委

託
す
る
、
別
の
作
物
の
作
付
け
を
試
み

る
な
ど
と
い
っ
た
営
農
を
継
続
す
る
た

め
の
努
力
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
職
員
が
詳
細
を
お
伺
い
し
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
保
険
金

請
求
を
行
う
際
に
は
、
医
師
が
発
行
し

た
診
断
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま

す
（
診
断
書
の
取
得
に
係
る
費
用
は
加

入
者
負
担
で
す
）。

　
実
際
に
支
払
い
を
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
事
故
の
状
況
や
医

師
の
診
断
書
の
内
容
等
に
よ
り
個
別
に

判
断
し
ま
す
。
万
が
一
の
病
気
や
ケ
ガ

の
際
に
は
、
必
ず
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
期
間
中
に
起
き
た
病
気
や

ケ
ガ
に
よ
る
収
入
減
少
は
、

収
入
保
険
で
補
償
さ
れ
ま
す

有限会社 賀集農産
代表取締役

や
え
い
ま
い
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牛の胎児・子牛の補償開始（責任開始）日

【家畜部より大切なお知らせ】
令和８年（2026年）７月１日より受精卵移植（ET）の

胎児・子牛の補償が広がります。
※施行開始日（令和８年７月１日）以降に発生した事故が対象となります。

移植後
240日

受精卵移植（ET）

移植前の受精卵の発育期間を考慮し、
従来の240日から早まります。

233日
※人工授精の場合240日は変更ありません。

その他ご不明な点等ございましたらお近くのNOSAIまでご連絡ください。

受精卵の発育日数が7日ではないことが確認できる場合は、受精卵の発育日数と移植後日数の合計が
240日となる日以降が補償対象となります。発育日数の確認のため受精卵証明書をご準備ください。
例：受精卵の発育日数が8日の場合、移植後232日から補償開始

移植後233日以降に発生した牛の胎児（ET）の事故はNOSAIにご連絡ください。
日数がギリギリで事故対象になるか不明な場合でも、NOSAIで確認しますのでご安心ください。

何をしたらいいの？

何が変わったの？

これまでは、受精卵移植をした牛の胎児の補償開始は移植後240日からでした。
これが、移植前の受精卵の発育日数（通常7日）を考慮して、移植後233日から補償されるようになります。
つまり、7日分補償される範囲が広がります。

受精卵移植日

人工授精日 人工授精から240日目が補償開始日

ET

AI

新しく補償対象となる！！

A

A

A

Q

受精卵の発育日数が7日ではないんだけど？
Q

Q

受精卵移植から233日目が補償開始日

10



交付
様式

　ピロプラズマ病とはダニが媒介し牛に感染する病気で、原虫と呼ばれる
寄生性の微生物が引き起こします。ピロプラズマ病には大型ピロプラズマ
病（バベシア病）と小型ピロプラズマ病（タイレリア病）の2種類があります
が、現在北海道では放牧牛を中心に小型ピロプラズマ病（法定伝染病では
ないもの）が問題になっており、今回は小型ピロプラズマ病について詳しく
説明します。

小型ピロプラズマ病について

赤血球内に寄生するタイレリア（赤矢印）

みなみ東部センター　
いぶり東部家畜診療所

た  なか けん  た  ろう

獣医師 田中 健太郎

原因と症状

　タイレリア原虫が牛の体内に侵入し感染します。感染経
路としてマダニの吸血が最も一般的で、感染牛を吸血した
マダニがほかの牛を吸血することによりうつります。また、
原虫を保有しているマダニを野生動物が運ぶことも蔓延を
助長します。感染後タイレリア原虫は赤血球に寄生し貧血
を引き起こすことにより、食欲不振、繁殖性・生産性の低下
を引き起こします。一方で感染直後に発症しないこともしば
しばあり、その後のストレス要因（暑熱、輸送、分娩など）が
発症を引き起こし、感染して数か月後に重篤な貧血に陥る
場合もあります。
　また、品種によっても重症度に違いがあり、黒毛和種など
在来種では感染しても無症状が多い一方、ホルスタイン種
では非常に問題となっています。

道内での発生状況

　以前より小型ピロプラズマ病発症は確認されていました
が増加傾向にあり、これは近年の温暖化によりマダニの活
動時期が増えたことやマダニを運ぶエゾシカの増殖による
ものと考えられます。道内の広範囲の放牧地で蔓延が確認
されていて、9割以上の牛が感染してしまう牧野も複数存在
しています。

予防法

治療

　以前はパマキンという注射薬が著効を示していましたが
現在は入手不可となり、ジミナゼン製剤(ガナゼック)が主に
使用されています。ただし一度投与した牛が症状改善後、
数週間以上経って再発するという課題があります。また、搾
乳牛に使用できない薬であるため、搾乳牛で発症してしま
うと補液などの対症療法を長期間強いられ、乳量低下・流産
などの莫大な経済損失を被る場合もあります。このように
一度小型ピロプラズマ病にかかると、治療していても治癒
するまでに時間がかかるため予防することが非常に重要に
なります。

　先ほどの搾乳牛のケースでは分娩前の未経産・乾乳期の
放牧時にマダニに吸血され感染している場合がほとんどで
す。放牧牛での感染も含めマダニ対策が小型ピロプラズマ
病の予防に直結します。マダニは種類によって活動時期が
異なりますが、温暖化の影響で道内では南方系のマダニが
多くを占めていることが知られています。このダニは春と秋
に活動性が上がるため、この時期に駆虫薬を使用すること
が重要です。駆虫薬についてはマダニが牛の体に付いた時
点で効果のあるフルメトリン製剤（バイチコールなど）が最
も有効です。ここでは道東方面のある診療所で行われてい
る駆虫プログラムを紹介します。

①春先から初夏（3-6月）にかけてフルメトリンを月２回投与
　冬があけ気温があがるとマダニは活動し始めます。効果
を継続させるために２週間おきの投与が推奨されます。
②夏季（7-8月）はフルメトリンを月１回投与
　気温が高くなるとマダニの活動性は落ち、感染のリスク
が下がるため、投与の必要性は落ちます。
③秋季（9-11月）にフルメトリンを月２回投与
　北海道で多くを占める南方系のマダニは秋にも活動性
が上がるので、この時期に投与頻度を上げることは非常に
重要です。

　またこのほかにも、放牧地へ侵入する野生動物への対策
や放牧地周りの下草
を刈り取ることは、牛
がマダニと接する機
会を減らすため有効
です。もし、小型ピロ
プラズマ病でお困り
の場合は先ほどの駆
虫プログラムを中心
に、マダニを対策する
ことをお勧めします。
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後志地方のシンボルである羊蹄山をバックに印南さん一家

お子さんたちにも
料理の楽しさを
伝えている

まりこさん作の
「冬野菜のぎゅう
ぎゅう焼き」

ゆ
う 

き

　
真
狩
村
で
農
業
を
営
む
印
南
ま
り
こ

さ
ん
は
、
自
ら
育
て
た
野
菜
を
使
っ
た
料

理
を
S
N
S
で
発
信
し
、
主
婦
層
か
ら

多
く
の
支
持
を
集
め「
農
家
が
作
る
か
ん

た
ん
野
菜
レ
シ
ピ
」と
し
て
紹
介
さ
れ
る

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
投
稿
は
、
２０
万
人
超

フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
獲
得
す
る
な
ど
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
り
こ
さ
ん
は
東
京
出
身

で
、
農
業
と
は
無
縁
の
生
活
を
送
っ
て
い

ま
し
た
が「
冬
だ
か
ら
北
海
道
へ
行
っ
て

み
よ
う
」と
い
う
思
い
か
ら
移
住
を
決
意

し
、ニ
セ
コ
で
の
リ
ゾ
ー
ト
バ
イ
ト
を
き
っ

か
け
に
美
し
い
自
然
に
魅
了
さ
れ
、
農

業
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
後
に
農
家
を
営
ん

で
い
た
佑
紀
さ
ん
と
結
婚
し
、
現
在
は

羊
蹄
山
の
ふ
も
と
で
広
大
な
畑
と
と
も

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

農
家
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る

レ
シ
ピ
と
S
N
S
発
信

　
ま
り
こ
さ
ん
が
S
N
S
で
発
信
を
始

め
た
き
っ
か
け
は「
農
家
だ
か
ら
こ
そ
伝

え
ら
れ
る
野
菜
の
お
い
し
さ
」を
多
く
の

人
に
届
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

レ
シ
ピ
は「
誰
で
も
作
れ
る
簡
単
さ
」と

「
野
菜
本
来
の
味
を
生
か
す
こ
と
」を
大

切
に
し
て
お
り
、
料
理
初
心
者
で
も
挑

戦
し
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。レ

シ
ピ
投
稿
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、い
つ
も「
ど
ん
な
も
の
を
作
ろ
う
か
」

と
考
え
て
お
り
、そ
の
基
本
に
あ
る
の

は
、
農
園
で
た
く
さ
ん
と
れ
る
自
慢
の

野
菜
を
旬
の
時
期
に
生
か
す
こ
と
で
す
。

企
画
か
ら
撮
影
、
編
集
ま
で
す
べ
て
一
人

で
行
い
、１
本
の
動
画
に
６
〜
８
時
間
を

か
け
る
な
ど
、
丁
寧
な
も
の
づ
く
り
を

続
け
て
い
ま
す
。
再
生
数
が
伸
び
悩
む

こ
と
も
あ
り
ま
す
が「
次
に
い
こ
う
」と

前
向
き
に
取
り
組
み
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
に

は
一
つ
一
つ
返
信
し
、
視
聴
者
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
る
点
も
特
徴
で

す
。S
N
S
を
通
じ
て「
お
い
し
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
届
く
こ
と
が
、
何
よ
り
の

や
り
が
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
と
と
も
に
生
き
る
農
業
と

前
向
き
な
暮
ら
し

　

農
業
は
自
然
の
影
響
を
大
き
く
受
け

る
仕
事
で
、ま
り
こ
さ
ん
も
そ
う
し
た

課
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
安
定
し
て
お

い
し
い
野
菜
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い
で

努
力
を
続
け
、
近
年
は
サ
ツ
マ
イ
モ
栽

培
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
環
境
の

S
N
S
で
広
が
る
農
業
の
魅
力

変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、
地
域
の
温

か
さ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
子
育
て
も
行
っ

て
い
ま
す
。「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
ま
ず

挑
戦
す
る
」と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
し

て
お
り
、そ
の
前
向
き
な
生
き
方
が
現

在
の
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
て「
今
の

生
活
が
好
き
で
羊
蹄
山
を
望
む
広
大
な

畑
で
の
暮
ら
し
は
天
国
み
た
い
」と
い
う

言
葉
に
は
、
自
然
と
と
も
に
生
き
る
充

実
し
た
日
々
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

真狩村 印南 まりこさん
いん なみ

インスタグラム
「農家が作るかんたん野菜レシピ」
https://www.instagram.com/
mariko_yasai/

ユーチューブ
「農家のかんたん野菜レシピ」
https://www.youtube.com/
@mariko_yasai/shorts
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自然を生かした通年グラスフェッド飼養に取り組んでいます

放牧地でのびのびと過ごす牛たち オホーツクの放牧場で育つ牛と、そのそばに立つ晃介さん

草
と
と
も
に
生
き
る
酪
農

　

枝
幸
町
乙
忠
部
の
石
田
晃
介
さ
ん

（
３３
）は
、令
和
５
年
に
父
の
幸
也
さ
ん

か
ら
経
営
を
引
き
継
い
だ
２
代
目
で
す
。

経
産
牛
、
育
成
牛
合
わ
せ
て
約
６０
頭
を

通
年
グ
ラ
ス
フ
ェッ
ド
飼
養
し
、
牛
た
ち

は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
望
む
放
牧
地
で
の

び
の
び
と
草
を
食
ん
で
い
ま
す
。

牛
が
支
え
る
循
環
型
飼
養

　
「
５
月
か
ら
１１
月
の
半
年
間
は
牛
が

草
を
食
べ
て
く
れ
ま
す
。
採
草
は
主
に
冬

の
半
年
分
を
確
保
す
れ
ば
良
い
の
で
、

収
穫
の
労
働
時
間
や
機
械
の
稼
働
時
間

を
大
幅
に
短
縮
で
き
ま
す
。そ
の
間
は

糞
尿
も
牛
た
ち
が
散
布
し
て
く
れ
ま
す

し
、
給
餌
や
除
糞
作
業
も
ほ
と
ん
ど
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
分
娩
の
８
割

が
冬
場
に
集
中
し
、そ
の
時
期
の
管
理

に
気
を
使
い
ま
す
」と
飼
養
内
容
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
飼
料
づ
く

り
と
次
世
代
に
残
し
た
い
牧
場
の

風
景

　

平
成
７
年
に
父
の
幸
也
さ
ん
が
就
農

し
、
２０
年
近
く
か
け
て
現
在
の
飼
養
形

態
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。「
採
草
地
に

は
化
学
肥
料
は
散
布
せ
ず
、
糞
や
尿
を

散
布
す
る
だ
け
で
す
。
育
成
牛
は
種
付

け
ま
で
は
購
入
飼
料
も
与
え
ま
す
が
、

そ
れ
以
降
は
自
家
飼
料
１
０
０
％
で

賄
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
晃
介
さ
ん
は
、

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
２０
歳
の
誕
生
日

を
機
に
一
年
半
か
け
て
自
転
車
で
日
本

一
周
の
旅
に
出
ま
し
た
。そ
の
時
に
見
た

日
本
全
国
の
農
村
風
景
に
感
銘
を
受
け

て
就
農
を
決
意
し
ま
し
た
。「
子
ど
も
に

将
来
こ
の
牧
場
で
育
っ
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
環
境
や
経
験

の
で
き
る
北
海
道
な
ら
で
は
の
牧
場
風

景
を
作
り
た
い
」と
牧
場
を
見
つ
め
ま

す
。

　
「
グ
ラ
ス
フ
ェッ
ド
飼
養
を
始
め
て
１０

年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
飼
養

形
態
を
継
続
し
、
良
い
点
・
悪
い
点
含

め
て
、デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
さ
せ

て
酪
農
界
に
貢
献
し
た
い
」と
意
気
込

み
ま
す
。

すけ

枝幸町 石田 晃介さん
いし だ こう

ゆ
き 

や

13 2026.7 Vol.25



左から　父 山岸利明さん　母 厚子さん　北出 愛さん　愛さんの夫 敦人さん

ha.na.reでは大画面のプロジェクターも利用可能麦稈ロールのジャングルジムで遊ぶ子供たち

㈱
山
岸
牧
場
の
あ
ゆ
み

　
士
幌
町
佐
倉
地
区
で
酪
農
を
営
む
㈱

山
岸
牧
場
は
昭
和
28
年
に
岐
阜
県
か
ら

入
植
し
4
代
目
と
な
る
山
岸
利
明
さ
ん

（
72
）が
昭
和
50
年
に
酪
農
専
業
経
営
に

移
行
し
ま
し
た
。
現
在
は
代
表
の
北
出

敦
人
さ
ん（
46
）と
妻
の
愛
さ
ん（
45
）、

愛
さ
ん
の
ご
両
親
の
利
明
さ
ん
、
厚
子

さ
ん（
69
）、
牧
場
ス
タ
ッ
フ
5
名
で
営

農
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
14
年
に
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
で
の
飼

養
へ
、
翌
年
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー（
20

ｐ
ｔ
）を
導
入
し
て
現
在
は
3
0
0
頭

の
乳
牛
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
か
ら
循
環
型
酪
農

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
新
た
に
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
の
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

酪
農
家
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

　
「
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
た
く
な
る

空
間
を
提
供
し
た
い
」と
い
う
母
厚
子

さ
ん
の
夢
を
カ
タ
チ
に
し
た「
フ
ァ
ー
ム

キ
ッ
チ
ン
佐
倉
C
a
f
é
」を
平
成
30
年

に
オ
ー
プ
ン
し
、
牧
場
で
搾
乳
し
た
ミ
ル

ク
で
つ
く
る
自
家
製
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
自
家

菜
園
や
ご
近

所
の
農
家
さ

ん
が
作
っ
た

新
鮮
野
菜
、

季
節
の
食
材

を
使
い
手
作

り
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、C
a

f
é
に
併
設

す
る
宿
泊
施

設「
フ
ァ
ー
ム

イ
ン
日
和
」

は
一
日
一
組
様
限
定
で
牧
場
体
験
も
で

き
る
施
設
で
す
。

酪
農
家
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

　
酪
農
の
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て
ほ
し

い
想
い
か
ら
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
の
認
証

を
受
け
、
酪
農
体
験
を
予
約
限
定
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
は「
酪
農
を

通
じ
て
食
や
仕
事
、い
の
ち
の
学
び
を
支

援
す
る
」こ
と
を
目
的
に
認
証
を
受
け

た「
酪
農
教
育
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」が

体
験
を
通
じ
て
教
育
活
動
を
行
い
ま
す

が
、
山
岸
牧
場
で
は
愛
さ
ん
が
そ
の
役

を
担
って
い
ま
す
。

　
「
酪
農
体
験
希
望
者
は
地
元
の
小
中

学
生
や
一
般
の
方
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

あ
く
ま
で
も
牧
場
運
営
を
主
と
し
て
い

る
の
で
収
穫
期
や
繁
忙
期
に
は
お
断
り

す
る
こ
と
も
あ
り
、
防
疫
面
で
交
差
汚

染
に
は
一
番
気
を
付
け
て
い
ま
す
」と
愛

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
に
は
宿
泊
者
の
ダ
イ
ニ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス「
h
a
.
n
a
.
r
e
」を

オ
ー
プ
ン
し
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で
団

ら
ん
の
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
す
。

　
日
帰
り
利
用
が
可
能
で
、
大
画
面
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
も
利
用
可
能
な
こ
と
か

酪
農
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い

ら
研
修
の
場
と
し
て
借
り
た
方
が
い
て

好
評
で
し
た
。

　
「
生
乳
生
産
を
続
け
た
い
か
ら
こ
そ
、

酪
農
が
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
そ
の
価

値
に
気
づ
い
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま

す
」と
愛
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

あ
つ   

こ 

や
ま
ぎ
し
と
し
あ
き

士幌町 北出 敦人さん・愛さん
きた        で      ひとあつ あい

ばっかん
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モンベリアードの交雑種に期待を膨らませる

手描きのイラストを用いたパッケージ 特定技能外国人の「考える力」を尊重しながら向き合う福井さん（左から
２番目）

粗
飼
料
の
大
切
さ
を
痛
感

　

福
井
さ
ん
は
、
肥
料
散
布
や
収
穫
時

期
の
最
適
化
、
土
壌
改
良
を
徹
底
し
、

牛
の
食
い
つ
き
が
良
い
粗
飼
料
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
添
加
剤
や

サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
試
し
て
き
た
な
か
、フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
の
増
産
も
経
て
、

福
井
さ
ん
は「
改
め
て
、
基
本
と
な
る
粗

飼
料
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
」と

振
り
返
り
ま
す
。

　

続
け
て「
健
康
で
免
疫
抵
抗
の
強
い

牛
群
を
保
ち
な
が
ら
、
病
気
に
な
り
に

く
く
、
繁
殖
も
自
然
に
ま
わ
る
よ
う
な
、

質
の
良
い
粗
飼
料
作
り
に
つ
い
て
日
々
考

え
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
の
経
験
を
生
か
し
て

　

福
井
さ
ん
は
、
特
定
技
能
外
国
人
に

つ
い
て「
帰
国
後
も
自
立
し
て
生
き

て
い
け
る
よ
う
に
、
日
本
で
責
任
あ

る
仕
事
を
経
験
し
、
自
ら
考
え
る
力

を
養
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
し
、
共
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
と
も

日
々
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

働
い
た
経
験
を
も
と
に
、
柔
軟
な
視

モ
ン
ベ
リ
ア
ー
ド
種
と
の
出
会
い
と

新
た
な
挑
戦

　
厚
岸
町
片
無
去
で
酪
農
業
を
営
む
福

井
和
彦
さ
ん（
４０
）。　

　
軍
馬
の
生
産
と
４
頭
の
搾
乳
牛
か
ら

始
ま
っ
た
祖
父
母
か
ら
続
く
牧
場
の
３

代
目
で
す
。　

　
福
井
さ
ん
に
継
承
後
、令
和
４
年
に
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
を
新
築
。９０
頭
だ
っ

た
搾
乳
牛
は
、２
４
０
頭
に
増
え
ま
し
た
。

現
在
で
は
、搾
乳
牛
含
む
４
５
０
頭
の
う

ち
、モ
ン
ベ
リ
ア
ー
ド
種
の
交
雑
種
を
５５

頭
飼
養
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
３１
年
に
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
で
フ

ラ
ン
ス
原
産
の
乳
肉
兼
用
種
の
モ
ン
ベ

リ
ア
ー
ド
種
と
出
会
い
、
乳
房
炎
や
蹄

病
な
ど
の
病
気
へ
の
強
さ
に
引
か
れ
、
導

入
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
赤
身
肉
も
魅
力
で
、

年
に
数
頭
生
ま
れ
る
雄
牛
を
肥
育
し
、

出
荷
し
て
い
ま
す
。
福
井
さ
ん
は「
ど
ん

な
肉
質
に
な
る
か
、給
餌
を
調
整
す
る
の

も
楽
し
み
の
一
つ
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

点
を
大
切
に
し
て
い
る
福
井
さ
ん
。

　
「
自
分
の
や
り
方
が
、
唯
一
の
正
解
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
身
の
失
敗
も
包
み

隠
さ
ず
地
域
と
共
有
し
、
切
磋
琢
磨
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
酪
農
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
」と
将
来
を
見
据
え
ま

す
。

ひこ

厚岸町 福井 和彦さん
ふく い かず

か
た  

む   

さ
り
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豆の町本別で楽しめる創業170年の味

鶴居
村

遠軽
町

本別
町

　道東道本別ICのほど近くに位置する「合同会社
豆屋とかち 岡女堂本家」は、安政2年に創業され、
170年の歴史を誇る老舗の販売店です。主に本別

町産の大豆や小豆、菜豆類を使用した甘納豆や豆ようかん、豆のお茶
など、素材の風味を活かした商品を手作りで販売しています。
　なかでも甘納豆は、岡女堂の初代創業者がぜんざいを火にかけす
ぎたことから偶然生まれたのが起源といわれており、明治28年に京
都で開催された第4回内国勧業博覧会に「ぼうだいの甘納豆」として
出品され高い評価を受け、宮内省御用達となったとされています。
　店舗の近くには、平成18年まで運行していたふるさと銀河線の「岡
女堂駅」も人気のスポットです。

上川
町

50種類超の独創的なそば
「村の小さなそば屋 たまゆら」
　阿寒郡鶴居村の「村の小さなそば屋 たまゆら」は「天ぷ
らがなくても成立するそば屋」という独自のスタイルと、50

種類を超えるメニューの豊富さが特徴です。
　看板メニューの「二八冷やしかしわそば」は、冷たいそばに甘辛く味付けした
かしわをのせた一皿です。ほかにも「かきにらそば」や「牛モツそば」など、魅力
的で珍しいメニューが並びます。
　また、遊び心溢れるアイデア商品もあります。カプセルトイを回して、当たっ
たそばが注文される「ガチャそば」は、どのメニューが当たるかわからない期待
感も楽しめます。そばだけではなく、エスプレッソと手作りシフォンケーキの
セットも、密かな人気商品です。ぜひ一度、独創的な一杯を求めて、訪れてみて
ください。

地域に愛されるお店を目指して
　遠軽町にオープンしたうどん店「大甲」。店主の有坂勇作さん（35）が作る、
こだわりのうどんを味わえるお店です。
　有坂さんは、以前から「将来は自分でうどん店を開きたい」と考えており、

令和8年4月19日に自身の店をオープンし、その夢を実現しました。
　うどんの基本となる出汁には、出身地である北海道興部町の業者から取り寄せた上質な利尻
昆布を使用。素材本来のうま味を丁寧に引き出した自慢の
出汁は、ツルツル・モチモチとしたコシのある麺と相性抜群
です。えび天などの揚げ物も注文を受けてから調理し、揚
げたてを提供しています。今後は、旬の野菜を使ったメ
ニューも増やしていく予定です。
　遠軽町を訪れた際には、出汁のうま味と奥行きのある味
わい深いうどんを、ぜひ味わってみてはいかがでしょうか。

たいこう ありさかゆうさく
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地元素材にこだわるグルメや、大自然を堪能できる名所など、
地元だからこそわかるレアな魅力を発信していきます。

アロニアを使用した赤いハチミツ
　伊達市大滝区の赤いハチミツ
が有名な「花 Café Aivalley」
は、店舗の周りに花が咲き乱れ、

ミツバチが集まる姿も見られます。季節ごとに植え
替えられる花々を眺めながら、天気のよい日にはテ
ラス席でのんびりと過ごすのもおすすめです。
　人気のメニューは、大滝特産のきのこと自家製
ハーブを使ったスパゲッティ。ほかにもはちみつを
隠し味にしたスパイシーカレーやパンケーキ、チーズ
ケーキやジェラートなどメニュー豊富。美容効果の
高いアロニアを使ったジュースやティーも、ここなら
ではのおすすめドリンクです。

もちの魅力広がる農園カフェ
　もち米生産団地である上川町の「もちごやマム」
は、地元産の農作物にこだわった手作りスイーツと
ランチが人気の農園直営カフェです。

　看板商品の無添加大福は、併設の餅加工場で一つひとつ丁寧に手作
り。添加物や化学調味料を使わず、ふわふわの食感と控えめな甘さが
特長です。小豆あんや大豆あんのほか、かぼちゃやビーツなど旬の作物
を餅に練り込んだ彩り豊かな大福も人気。なかでも、農園の開発商品
であるカフェインレス「大豆コーヒー」を使った「大豆あん 大豆コー
ヒー大福」はここでしか味わえない一品です。
　店内にはもち米粉の焼き菓子も並び、ランチでは上川町産の餅を
使った日本各地のお雑煮や海外の餅料理を提供。窓から広がる雄大な
自然を眺めながら、ゆったりとした時間を過ごせます。

伊達
市
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缶詰「北海道まるっとオニオン
スープ」と北海道産原料使用の
スープセット

今号の表紙今号の表紙

　北見市のオホーツク缶詰工房で製造され
たオニオンスープに小玉タマネギを丸ごと
入れた缶詰「北海道まるっとオニオンスープ」
と同工房のパートナー企業である株式会社
グリーンズ北見が販売する北海道産原料を
使用した5種類のスープをセットにしてお届けします。
　「北海道まるっとオニオンスープ」は生産量日本一を誇る北見産タマネギを使用し、素
材本来のうま味を逃がさない製法が特長の缶詰です。小玉タマネギを丸ごと使用して
いるためやさしい甘みとともに、タマネギならではの食感もお楽しみいただけます。
　また、セットのスープにも北海道産素材を使用したエキスを贅沢に取り入れており、手
軽で本格的なおいしいスープをご堪能いただけますのでぜひご賞味ください。

　

令
和
７
年
秋
、雄
武
町
で
新
規
就
農
し
た
佐
々
木
亮
介
さ

ん（
３８
）は
、妻
の
朋
子
さ
ん（
４３
）と
と
も
に
、牛
が
ス
ト
レ
ス
な

く
過
ご
せ
る
放
牧
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

朋
子
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
帰
国
後
、町
内
の
酪
農
場

に
就
職
し
、酪
農
に
強
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、興
部
町
で
公
務
員
と
し
て

働
い
て
い
た
亮
介
さ
ん
は
、朋
子

さ
ん
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に

町
内
の
酪
農
家
の
も
と
で
研
修
を

重
ね
、就
農
に
至
り
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
夫
妻
は「
乳
量
を

多
く
得
る
こ
と
よ
り
も
、牛
が
無

理
な
く
暮
ら
せ
る
環
境
を
大
切
に

し
た
い
」と
、こ
れ
か
ら
の
理
想
を

笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
当
日
は
、愛
猫
も
元
気
に

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

クイズに答えてプレゼントを当てよう！

3つの答えの中から正解を選ぼう！

日本で一番高い山は「富士山」ですが
2番目に高い山は？

日本で海に面していない県は
いくつある？

前号の
答え

A1 東京都

A2 愛媛県

kouhou@nosai-do.or.jp
011-232-3246
〒060-0004 
札幌市中央区北４条西１丁目１  
北農ビル15階 NOSAI北海道 クイズ係

令和8年8月21日（金）必着 
※当選発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

応募はＮＯＳＡＩ北海道で農業保険に加入している方とそ
のご家族に限ります。
上記の応募方法から、住所・氏名・年齢・加入者氏名・電話
番号・上記クイズの答えと「ＮＯＳＡＩほっかいどう」へのご
意見やご感想を記入してご応募ください。

【メール】
【 FAX 】
【ハガキ】

応募方法
応募フォーム正解者の中から

抽選で30名の方に
プレゼントします！

今回の
プレゼント

応募〆切り

A2：A1：

Ａ：北　岳 
Ｂ：六甲山 
Ｃ：槍ヶ岳 

Ａ： 6 県 
Ｂ： 8 県 
Ｃ：10県

さ  

さ  

き

と
も  

こ

り
ょ
う
す
け
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水稲
大豆
小豆

いんげん
スイートコーン
畑作物計

農作物共済
作物名 支払戸数（戸） 支払共済金（円）

畑作物共済

農・畑作物合計 

385
81
78
160
1

320
705

301,814,127
37,760,256
22,993,645
42,928,959
483,790

104,166,650
405,980,777

令和7年産 農・畑作物共済仮渡し共済金（令和8年5月支払分）

※支払戸数は延です。

ＮＯＳＡＩ北海道からの
お知らせ

ＮＯＳＡＩ北海道からの
お知らせ

5月 15日
5月18日
5月19日
5月20日
5月22日
5月26日
5月29日

第１回総務専門委員会（TV会議） 
第１回家畜専門委員会（TV会議） 
第１回労務衛生委員会（札幌） 
第１回理事会（札幌） 
第１回監事会（札幌） 
第２回安全運転管理会議（札幌）
第１回農作専門委員会（TV会議）  

6月  4日

6月  5日

6月22日
6月30日

第２回理事会（札幌）  
令和８年度全道総代研修集会（札幌）  
第５回通常総代会（札幌）  
第３回理事会（札幌）  
第３回安全運転管理会議（札幌）  
損害評価会第１回果樹共済部会（札幌）

組合の動き
5月～6月

組合で開催された
主な会議等を掲載します。

　令和８年３月２～３日に開催された「令和７年度家畜診療等
技術全国研究集会」において、道央上川センター名寄家畜診
療所の水田晴也獣医師が農林水産大臣賞（最優秀賞）、令和
８年２月１２日に開催された「第54回家畜人工授精・繁殖技術
発表全国大会」において、オホーツク統括センター湧別支所
の森口巧授精師が西川賞（最優秀賞）を受賞しました。
　左記集会に先立ち、受賞を記念して賞状と副賞が贈られ、
受賞した演題の発表を行いました。

家畜診療等技術全国研究集会で
農林水産大臣賞を受賞しました

　令和７年産農・畑作物共済の５月
分仮渡し共済金を５月２９日に支払
いました。
　農作物共済は水稲で385戸の対
象者に301,814,127円、畑作物
共済は4品目で延べ320戸の対象
者に104,166,650円を支払いま
した。

５月分仮渡し共済金を支払いました

「農業保険を取り巻く情況」と題し講演するNOSAI協会髙橋会長 伊藤榮一組合長から賞状を受け取る水田獣医師

　令和８年６月４日に、札幌市の共済ホールにて令和８年度総
代研修集会を開催しました。
　８８人の総代が出席した同会は「令和７年度決算および令和
８年度予算の概要について」など、３部構成で研修を実施しま
した。
　また、今年度は全国農業共済協会より髙橋博会長をお招き
し「農業保険を取り巻く情況」と題して講演いただきました。

令和８年度総代研修集会を
開催しました

みず た はる や

もりぐちたかはしひろし たくみ

いとうえいいち
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広報紙

材料（6個分）
• ピーマン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
• カマンベールチーズ

• オリーブオイル・・・・・・・・・・・・・・・・・・

• ハーブソルト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
• 白味噌・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
• ミックスナッツ・・・・・

6個

・・・・・・・・・・・・・・・・1ホール（6切れにカット）
大さじ2

＋ 仕上げ用大さじ1
適量

小さじ2~3
大さじ2（粗く刻む）

じゅわっと弾ける　
焼きピーマンの味噌カマンベール焼き

白味噌のコクをまとったチーズがとろけ、かじると
じゅわっと広がるピーマンの水分と、カリッとした
ナッツの対比を楽しんで。小ぶりのピーマンで仕
立てれば、ホームパーティーの前菜にもぴったり
です。

白味噌のコクが味の軸。チーズの旨みを引き立て、全体をまとめます。ピーマ
ンは種ごと焼くことで甘みが増し、水分がじゅわっと広がります。仕上げの刻ん
だミックスナッツで、香ばしさと食感に立体感を。
ピーマンは焼きすぎに注意。表面にこんがりと焼き色がついたら取り出し、“か
じった瞬間にじゅわっと広がるみずみずしさ”を残しましょう。

作り方

200℃のオーブンで約15分。
表面にこんがり焼き色がつくまで焼く。

刻んだミックスナッツを散らし、仕上げにオリー
ブオイルをひと回し。

カマンベールチーズの断面に白味噌をのせて、
ピーマンの切り込みにミックスナッツといっしょ
に詰め、耐熱皿に並べる。オリーブオイルを回し
かけ、ハーブソルトを軽く振る。

酒正 土井商店 ブランドマネージャー
上川大雪酒造アンバサダー
SSI日本酒唎酒師／ソムリエ
ホームパーティー検定®認定講師（日本ホームパーティー協会）

NHKテキスト「きょうの料理」スタイリング・コラム掲載。草土出版『最上のおもてな
し』掲載。月刊誌『poroco』「気軽にゆるりとおうち飲み」特集にて提案・セレクトを
担当。美酒コンクール正規審査員。北海道知事認定「北海道らしい食づくり名人」。

日本酒を通して、人と食卓、季節をつなぐ時間の提案を続けている。

北海道を拠点に、旬の野菜を生かしたレシピや食卓の楽しみ方を提案。日本酒を
特別なものではなく、日々の食卓や暮らしの中で楽しむライフスタイルをテーマ
に、料理や食卓スタイリングなど、食とおもてなしのアイデアを発信している。

おかざきおかこ 日本酒ライフスタイルディレクター
Japanese Sake Lifestyle Director

Instagram
＠okacofestavolo

調理時間

ピーマンは洗ってヘタを取り、縦に切り込みを入
れる。種はそのままでOK（焼くと甘みが増しま
す）。




